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『奉仕と親睦
　　　そして財団』
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持続可能なロータリーに！
共に学び、共に行動

（楽しくポシティブにゴー）
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四 つ の テ ス ト
ロ ー タ リ ー ソ ン グ
会 長 の 時 間
幹 事 報 告 等
プ ロ グ ラ ム
閉 会 点 鐘

点鐘：12:35

出席率70.6％
鯖江商工会議所４階　大会議室

佐野　直美
ソングリーダー

        「食品ロスの現状と対策」
公益社団法人ふくい・くらしの研究所 
      事務局長  高井 健史  様

      「市の食品ロス削減の取り組み
フードドライブ事業の現状と12月の実績」
市民生活部ダイバーシティ推進・相談課 参事

     水 口  博 道  様 株式会社杉原商店社長 和紙ソムリエ　
杉 原　吉 直　様

「越前和紙の深～いお話し」
点鐘：12:35 点鐘：12:35

(一社)ふくい水素エネルギー協議会
事務局長 羽 木  秀 樹  様
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我等の生業
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テーマ

テーマ

会　長　の　時　間

卓話

テーマ

幸道　森市　会長
　1/15 鯖江市制
70周年記念式典
に出席して参りま
した。当ロータリー

クラブの会員も多数出席いただいたよう
です。永年の奉仕活動に対し、自治功労賞
の表彰を受けてきました。
　本日の新聞一面はガザの６週間停戦
のニュースでした。トランプ政権は６か月
でウクライナ・ロシアも停戦させると言っ
ており、期待したいです。しかし人類が生
きていく限りは、歴史的に見ても戦いは終
わらないでしょう。ロータリアンとしては、
平和を求め活動していきましょう。

　阪神淡路大震災から今日で30年。追悼行事が神戸を中心に行われています。6，434名が犠牲になり
死亡しています。（ちなみに東日本大震災では2万2，325名の死者・行方不明者を出しています）
　つい先日1月13日には宮崎沖でマグニチュード6.8の地震により、南海トラフ地震臨時情報が発令さ
れ、30年の間に80％の確率で大地震が起こると予測されています。同時に阪神淡路大震災はボランティ
ア元年とも言われ、各地の社会福祉協議会を中心にNPO・その他団体・DMAT 等多くの団体が設立され
ています。私たちも何かに加入し、活躍しましょう。

誕　生　祝　い 勤　続　表　彰

山﨑　隆弘　会員

酒井　雅憲　会員

小林　和宏　会員

佐野　直美　会員

幹事報告　梅田　吉臣　幹事
　令和7年1月5日の「新年家族例会」では、会員皆さまと多数の奥様のご参加をい
ただき、ありがとうございました。岩尾顕治親睦委員長様ご苦労様でした。また、青
柳良彦氏の入会式も無事終えることが出来ました。
　1月31日：クラブ協議会を行いますので、各担当委員長様は、出席いただき前期

活動報告・後期活動計画発表をお願いします。
　2月7日：尼崎東RC会員多数が、尼崎東RC50周年の参加お礼に鯖江RC例会に来られます。一部は帰ら
れますが、一部は宿泊され、膝を突き合わせた親睦をしたいとの事です。会員皆さまの例会出席をお願い
します。
　国際R第2650地区2027-28年度ガバナーについて、「2650地区公示」　1/8地区ガバナー指名委員会
に於いて「中野耕太朗氏（京都洛北RC）」を全会一致で推薦されました。
　例会終了後、理事会を開きますので、３階ロータリー事務室へお越しください。

委員会報告　帰山明朗　奉仕プロジェクト委員長
　社会奉仕委員長の大橋さんを始め、市民の有志で取り組んでいます「みんなが
まる展」は、５月９日から11日に「鯖江市文化の館」に於いて開催されます。
　３月21日を
締切りに、作品

の募集を開始したところです。昨年は
110点（個人・団体）出展いただきまし
た方々にお送りしていますが、皆様方
の中に、作品を作っておられる方がお
られましたら、是非お声掛けください。
　期間中は皆様のお力をいただきた
いと思いますので、どうぞよろしくお願
い致します。
　

「2050年カーボンニュートラルの対応は？」
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「市の食品ロス削減の取り組み
フードドライブ事業の現状と12月の実績」

「食品ロスの現状と対策」

編集：クラブ広報委員会

にこにこＢＯＸ報告

テーマ卓　話

公益社団法人ふくい・くらしの研究所 
事務局長  高 井  健 史   様

市民生活部ダイバーシティ推進・相談課 参事 
水 口  博 道  様

テーマ卓　話

幸道　森市　会員

梅田　吉臣　会員

帰山　明朗　会員

岩尾　顕治　会員

窪田　健一　会員

酒井　雅憲　会員

時田 和一良   会員

鯖江ＲＣが市政７０周年記念市政功労賞を受賞しました！！

後期第１回目の例会が始まりました。本日の卓話楽しみです。

ちょっといいことがありました！

新年会には多数の出席ありがとうございました。

本日の卓話楽しみに。

誕生祝をいただいて。

すみません早退させていただきます。

ニコニコ報告
野呂　和夫
ニコニコ委員長

山崎　隆弘　会員

増永　英彦　会員

大橋　良史　会員

野呂　和夫　会員

小林　和宏　会員

佐野　直美　会員

誕生祝をいただいて。

本年も宜しくお願いします。

本日の卓話を楽しみに。

本日の卓話を楽しみに。

１月１９日誕生日です。７１才になってしまいました。

酒井雅憲会員・帰山会員・浅野会員、そして我が鯖江ＲＣ市政功労賞受賞
おめでとうございます。

卓話者紹介　藤井　智正　プログラム委員長
　本日のテーマは、「食品ロス」であります。私もい
ろんな食べ物で、もったいないなと思う事がありま
す。が、何もできないままになっております。
　今日は、「公益社団法人ふくい・くらしの研究所」

から、事務局長の高井健史様にお越しいただきまして、「食品ロスの現状
と対策について」お話しいただきます。つづきまして、「鯖江市 市民生活部 
ダイバーシティ推進・相談課 水口博道様」に、「市の食品ロス削減の取り
組み フードドライブ事業の現状と12月の実績」についてお話しいただき
ます。どうぞよろしくお願いします。　

テーマ：「食品ロスの現状と対策について」
講　師：公益社団法人ふくい・くらしの研究所
　         事務局長 高井 健史 様
　食品ロスの問題は、大量生産大量消費社会の負
の遺産と考えています。今は当たり前の、食べたい

ものが食べたい時に何でも手に入るという時代は、いつまで続くかわかり
ません。食品ロスに対応していくためには、生産段階・流通段階・小売段階
・消費段階での様々な仕組みの見直しが必要となってきています。
　SDGsの「だれひとり取り残さない」社会実現のために、社会の仕組みを
変えなければならない時が来ています。食品ロス削減に向けた企業や地
域の取り組み事例として、以下の6点について紹介しました。
①「TABETE」はフードシェアリングサービスアプリです。パン屋、ケーキ店、
ホテル、飲食店、スーパーなどのお店で、まだ美味しく安全に食べられるの
に「食品ロス」の危機に面している食べものを、ユーザーとマッチングする
アプリです。
②「mottECOもってこ」は、環境省が利用者とお店の相互理解のもとで、飲
食店などにおける食べ残しの持ち帰りをより身近な文化として広めること
を目的として開催した「NEWドギーバッグアイデアコンテスト」のネーミン
グの部で大賞に輝いた作品で、「もっとエコ」「持って帰ろう」というメッセ
ージが込められています。
③鯖江市で展開されている規格外野菜のサブスク「ロスヘル（エクネス株
式会社）」。味には問題がないのに、傷がある、形が不揃い、等の理由で一
般の流通ルートに乗ることができず、破棄されてしまう野菜をセットにして
通常よりも低価格で提供しています。
④「てまえどり運動」は、すぐに食べる食品を買うとき、商品棚の手前から
取っていくことで、食品の廃棄を減らす行動のことです。販売期限の迫った

商品を積極的に選ぶ消費行動や、値引きシールのついたものから選んで
消費することは、廃棄を減らす取り組みにつながります。
⑤「３キリ運動」は、食品廃棄物を減らすために材料の「使い切り」、食事の
「食べ切り」、生ごみになった場合の「水切り」の3つの方法を、まとめた呼
びかけとして行っています。
⑥「福井県フードバンク連絡会」は、福井県内の食品供給事業者のネット
ワークとして設立されました。15団体で食品収集と提供の仕組みを構築し
ました。
鯖江市が、持続可能な循環型社会を構築していくためにも、自分達のため
だけでなく、地域全体が良くなるための取り組みを進めていくことが求め
られています。

テーマ：「市の食品ロス削減の取り組み フードドラ
イブ事業の現状と12月の実績」
卓話者：鯖江市 市民生活部 ダイバーシティ推進・
相談課　水口 博道 様　
　市ダイバーシティ推進・相談課では、消費者教育

の一環として「フードドライブ事業」を食品ロス削減の取り組みとして実施
しています。
　この取組では、家庭にあっても食べる予定のない食品を「フードドライ
ブ」として提供を呼びかけ、集まった食品等を必要としている世帯や福祉
施設、こども食堂や困っている方々を支援している団体へ「おふくわけ」と
して配布しています。
　食品等は、鯖江市役所や各地区公民館および市と連携協定を締結して
いる福井県民生活協同組合のハーツさばえ店・神中店などに設置した回
収箱にて集め、それを日赤奉仕団と鯖江市くらしをよくする会といった市
民団体の協力のもと「賞味期限の確認」と「小分け作業」を行い、必要とし
ている世帯に小分けした袋を一袋ずつ配布しています。
　フードドライブ事業は、令和２年１２月に始め令和６年１２月で４年
を経過しましたが、食品ロス削減の意識が浸透して来たのか集まる食品
は減ってきている一方、コロナ禍での失業や近年の物価上昇の影響か配
布した世帯数は３倍以上の３００を超えるようになって来ています。
　例年、市では年２回（６月と１２月）の実施をしていますが、今後、ハー
ツさばえ店・神中店にはフードドライブの箱が常設される予定もあり、通年
で提供できるようになるため、さらに食品ロスの削減に繋がることを期待
しています。


